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	触媒活性:ユビキチン C 末端チオエステル + H(2)O = ユビキチン + チオール。,類似性:ペプチダーゼ C19 ファミリーに属します。,類似性:UBP 型ジンクフィンガーを 1 つ含みます。,類似性:UBA ドメインを 2 つ含みます。,組織特異性:卵巣と精巣で高く発現します。,触媒活性:ユビキチン C 末端チオエステル + H(2)O = ユビキチン + チオール。,類似性:ペプチダーゼ C19 ファミリーに属します。,類似性:UBP 型ジンクフィンガーを 1 つ含みます。,類似性:UBA ドメインを 2 つ含みます。,組織特異性:卵巣と精巣で高く発現します。,
	研究分野
	エピジェネティクスと核シグナル伝達、クロマチン修飾酵素、ユビキチン化、細胞生物学、タンパク質分解/ユビキチン、プロテアソーム/ユビキチン、脱ユビキチン化
	画像データ
	

	USP13抗体を用いたパラフィン包埋ヒト乳癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	USP13抗体を用いたマウス脳ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	USP13 抗体を使用した RAW264.7 細胞の溶解物のウエスタン ブロット分析。

